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はじめに

鹿児島県出水平野を越冬地とするナベヅル及びマナヅルの総数は，1987～1988年期にはそれぞれ6,990

羽， 1,310羽におよんでいる。（安部他， 1989)

一方，繁殖地を見ると，ナベヅルはパイカル湖，モンゴル西北部，黒竜江中流域，ウスリー地方など，

マナヅルは主としてアムール川中，上流域などと考えられている。

このように繁殖地と越冬地の聞は，数千キロメートルにもおよぶところから，途中の気象条件が渡り

の安全性を左右すると考えられる。

初渡来日の天気条件に関しては，鹿児島県出水市立荘中学校つるクラプ <1983＞によれば，韓国の京

城と鹿児島の天気は，西高東低の冬型に近い気圧配置におおわれ，北西寄りの風，晴となることが知ら

れている。

今報は，本調査開始である1985年より収集されている出水平野の局地気象観測資料をもとに，ツルの

初渡来日の気象条件について検討した。

本報告にあたり，地元の出水市立荘中学校の下川路育郎校長，平部義人先生はじめ各先生方，同校つ

るクラプ員の生徒諸君，ツル監視員の文野末春氏，そして，ツル生態調査班の諸氏，新潟県水原町商工

観光課には，多大なご協力とご指導をいただいた。また，阿久根測候所および，“気象”編集部には，貴

重資料の借用を快諾いただいた。ここに附記し，深く感謝する次第である。

・国立科学博物館附属自然教育園， Institutefor Nature Study, National Science Museum 
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1. 調査方法

調査期間は，毎年初渡来の見られる10月を対象に，1985～1988年までの4年間とした。

ツル初渡来日については，本調査開始時に結成されたツル生態調査班の記録資料によった。

ハクチョウ初渡来日については，新潟県水原町商工観光課の資料によった。

出水平野の気象については，出水市立荘中学校において継続している気象観測記録をもとにした。

なお，欠測を多く生じた月や本観測開始前については，西隣する阿久根測候所の観測値を借用した。

観測値については，目的に従って次のように処理した。

風向については，観測値より，日ごとの最多風向を読みとり，また，その変化の形を図示した。

風速については，日ごとの平均風速，最大瞬間風速， 10分間平均値をもとにした最大風速を読みとり，

また，その変化の形を図示した。

気温については，日ごとの平均気温，最高気温，最低気温，較差を読みとり，また，その変化の形を

図示した。

この他，気圧配置については，気象庁発表の天気図を使用した。

毎日の天気については，阿久根測候所の記録を参考にした。

2. 結果と考察

1) 10月の風向，風速について．

図1～4，表1は， 1985～1988年の4年間の10月における風向，風速の日変化である。

図中，最大瞬間風速は，日ごとの差が大きくなっているが，年別に最大値とそのときの風向を示せば，

1985年が10月5日，南南西21.5m/s, 1986年が10月23日，北東13.7m/s, 1987年が10月16日，北東21.3m/s,

1988年が10月29日，北北東15.0m/sとなる。この内，1985,1987, 1988年は，台風の影響による記録で

あった。

最大風速については，風速5m/s以上を記録した日数を風向とともに示せば，1985年は北西寄り20日，

南寄り 2日。 1986年は北西寄り 8日，南寄り 0日。 1987年は北西寄り 7日，南寄り 1日。 1988年は北西

寄り16日，南寄り O日となり，各年とも北西寄りの強い風が多く見られていた。

なお，北西寄りの風向は西から北東の間，南寄りの風向はその他の風向として区別し示した。

表1は，毎日の最大風速について 5m/s以上を風の強い日，5m/s未満を風の弱い日として区別し，

日変化の傾向を示したものである。

各年に共通している特徴としては，中旬より北西寄りの風の強い日が周期的にあらわれる傾向が見ら

れた。

ただし， 1988年だけは，遅れて下旬より見られた。

2) 10月の気温について．

図5～8は，1985年～1988年の10月における気温日変化を示したものである。

日ごとの気温差が大きくなっているが，各年の最高気温及び最低気温の極値を示せば，それぞれ1985

年は28.2℃，12.6。c,1986年は28.6℃， 6.5。c,1987年は28.6℃，12.7℃，1988年は27.l°C, 5.8℃とな
り，この内，最低気温は移動性高気圧におおわれた日に記録されていた。

1ヶ月の気温変化の特徴を見ると，風向・風速に対応して，周期的に変化があらわれていた。

すなわち，北西寄りの風速が強まるのに対応して気温は下降し，風速の弱まりに対応して，その後，
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再び上昇を示すといった周期をくり返す傾向が見られている。

3) 気圧配置と風向，風速， 気温について．

図9～12は，周期lサイクルの地上天気図を年別に示したものである。

弱

図によると，北西寄りの風が強まり，気温上昇が小さい気象条件の日には，気圧配置が冬型に近くな

り，その他の日は，移動性高気圧や前線の影響を受けるなど次の冬型気圧配置との境目にあたっている。

このように，風や気温の周期的変化は，大陸高圧気団の通過と深く関連することが認められた。

なお， 1988年の10月は弱い移動性高気圧におおわれる日が多く，平年より高温気味となった。また，

冬型に近い気圧配置は月末になってからあらわれていた。

4) 初渡来日の気象条件について．

表2は， 1985年～1988年までの出水平野におけるツルの初渡来日を示す。

なお， 1988年は，初渡来日が10月28日で，これまでの観察の中で最も遅い記録であった。

各年とも，初渡来はナベヅルによって記録され，マナヅルは， 1986に1羽だけ，ナベヅル8羽に混じ

って初渡来している。

出水平野における初渡来日の気象条件として，各年に共通した特徴を示せば，風向，風速，気温の周

期変化があらわれはじめるころにあたっている。

すなわち北西寄りの冷風が吹き込み，晴天でも肌寒い一日となることが多いようである。

そこで，図13～16に毎日の最大風速と最高気温を示し，相聞を見た。
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表 2.出水平野のツル初渡来日

図では，台風や，南風による暖気が流入した日を除けば，風速が増すほど，気温の上昇はゆる くなる

傾向が見られている。

図中，初渡来日は，黒丸で示した。

初渡来日の最大風速についての特徴的なことは， 1985年北東5.0m/s,1986年北東7.8m/s,1987年北東

7. Om/s, 1988年北北西6.4m/sとなり，最も風速の弱い1985年でも5.0m/sの値を示し，比較的強い北西

寄りの風となる傾向が認められた。

また，当日の最高気温の特徴を見ると，1985年は23.0℃，1986年は20.6℃，1987年は19.9。c,1988年
は22.4℃となり，日中の気温は23.0℃以下である傾向が認められた。

このように，初渡来日の気象条件については，風向は西から北東の間，最大風速は5.0m/s以上，最高

気温は23.0℃以下がおおよその目やすとして考えられた。

図17は，1965～1988年までの過去24年間のツル初渡来日におりる，最大風速と最高気温の相聞を示し

たものである。

過去24年間の初渡来日は，若干の例外年を除りば，最大風速5.0m/s以上，最高気温23.0℃以下の気象

条件下で見られたことになる。

なお，初渡来日の最遅記録となった1988年の場合は，全般的に移動性高気圧におおわれた日が多く，

平年より高温であった。その後，月末になってから冬型に近い気圧配置があらわれた時に，初渡来が記

録された。

5) 初渡来日の天気について

前述のように，ツルの初渡来は，北西よりの風が強い日に限られていた。

逆に，北西風が強まる季節は，大陸の乾冷大気が日本海を吹走するとき，温海面より水蒸気の補給を

受けて雲が発生しやすくなる。このため曇天日数が多くなり，ツルの渡来には不向きな天候となること

も考えられる。

しかし表3は， 1961～1980年までの平均値で金沢と福岡の天気回数を比較し示したものである。

表3によれば，同じ日本海側に位置するが，福岡では，金沢より10～12月の曇天日数が18日少なく，

快晴日数が7日多くなっていた。

これについては，朝鮮半島から九州本土間の海峡距離が日本海横断距離の約%と短く，雲の発生が少

ないことも，1つの原因と考えられる。

このように，渡来経路である同海峡は，日本海に比べて北西季節風下での曇天日数が少し気象的利
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耳fJ11HA下着乙 11悶（九器）による
点の1つとして考えられた。

6) 初渡来日の予想について．

初渡来日の予想については，笠村 く1986）により，興味ある予想方法が知られている。

すなわち，阿久根測候所の8月の最高気温があらわれた日から，ツルの初渡来日までの日数は，ほぽ

直線で求められることを利用している。この方法では，夏季最高気温記録日がわかると，初渡来日まで

の日数が予想、できるという訳である。

ここでは，別法として，生物を指標とする予想方法を検討することにした。

すなわち，新潟県水原町の瓢湖におけるハクチョウ初渡来日と，毎日の天気図をもとに予想日を求め

る方法である。

秋の中ばになると瓢湖では，毎年ノ、クチョウの初陣が渡来するようになる。

ハクチョウの渡来経路はツlレと異なり，シベリア大陸からサハリンを経由して北海道各地の湖沼に集

表 4.ツルとハクチョウの初渡来日

初演来日

出水平野のツル 瓢湖の
ハクチョウ

＋一一一
1 9 7 9 1 0月21日 I 0月I7日

I 9 8 0 I 0月20日 I 0月22日

I 9 8 I 1 0月22日 I 0月13日

I 9 8 2 I 0月20日 1 0月 7日

I 9 8 3 1 0月I6日 1 0月14日

1 9 8 4 I 0月20日 1 0月 3日

I 9 8 5 I 0月17日 1 0月 9日

1 9 8 6 1 0月I9日 I 0月 8日

I 9 8 7 1 0月22日 I 0月I3日

I 9 8 8 I 0月28日 I 0月 9日

注）ハクチョウ初渡来日は、水原町商工観光課資料による．

結し，寒さが厳しくなる．と本州の伊豆沼や瓢湖

などに渡来することが知られている。

表4は，瓢湖のハクチョウと出水平野のツル

について，最近10年間の初渡来日を示したもの

である。

ツJレの初渡来日は，ハクチョウより l～2週

間遅れる傾向がある。

この傾向は，どちらかが異常に早かったり，

遅かったりした年以外は，ほぽ同じようにあら

われていることから，広域的な気圧配置に関連

深いと考えられた。

そこで，瓢湖にハクチョウの初渡来日が記録

された後，地上天気図などにより，次の西高東

低型気圧配置があらわれる日を求め，ツルの予

想初渡来日とした。

図18に示した1986年10月の地上天気図を例に

見ると，ハクチョウの初渡来日 8日には，大陸
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高気圧の張り出しが北にかたよって現われた。やがてこの高気圧は移動性となって通過し，その後，台

風くずれの低気圧や前線を伴った低気圧によってしばらく天気はぐずついた，ツルの初渡来日19日の前

日には，次の大陸高気圧が最強の寒気団を伴って南の方まで張り出し，九州地方でも北西寄りの冷たい

風が吹きはじめていた。

このような傾向は，他の年でも見られている。

ただし，渡来経路の異なるツルとハクチョウの関連性については，はっきりしたことはわからない。

一つの考え方としては，同緯度を同時期に平行して南下することも推測される。

例えば，北海道に厳しい寒さがあらわれると，ハクチョウは瓢湖などに南下するが，ツルも同様に大

陸を南下し，朝鮮半島の38度線付近で風まちをしていることが考えられる。ちなみに，瓢湖も北緯38度

付近に位置している。

その後，ハクチョウは瓢湖に止まるが，ツルは次の寒さがあらわれると，更に南下し出水平野に渡来

すると考えられるのである。

おわりに

今報に示した初渡来日の気象条件については，すでに知られていることばかりであるが，越冬地，出

水平野における局地気象観測値をもとにして検討したものである。

初渡来日の予想方法については，おおまかな傾向を示したものであり，ハクチョウによっては，北海

道から伊豆沼を経由して瓢湖に渡来する個体もいるなど問題点は多い。

今後も調査 ・観測を続け，更に多くの資料をもとに詳しく検討したいと考えている。

諸氏の御批判 ・御指導をいただければ幸である。

まとめ

鹿児島県出水平野を越冬地とするナベヅル及びマナヅルは，繁殖地との聞が数千キロメート／レの長距

離におよぶところから，途中の気象条件が渡りの安全性を左右すると考えられる。

今報は，1985～1988年までの出水平野の気象資料をもとに，ツルの初渡来日の気象条件について検討

した。

1) 初渡来日の気象条件として，気圧配置は冬型に近いこと，風向は西から北東の間，日最大風速は

5.0m/s以上，日最高気温は23.0℃以下が，一応の目やすとして知られた。

2) 渡来経路である朝鮮半島から九州本土間の海峡は，北西季節風下でも，曇天日数が少ない気象的

利点が知られた。

3) これは同海峡の海面距離が短いため，海面蒸発による雲の発生が少なくなることも考えられる。

4) 最近の傾向として，出水平野のツルは，瓢湖のハクチョウより初渡来日がl～2週間遅れる。
5) ハクチョウの初渡来日後，天気図などをもとに，次の西高東低型気圧配置となる日を，ツルの予

想初渡日とした。

6) 両種は，渡来経路は異なるが，同緯度を同時期に平行して南下することも推測された。
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黒丸 ：初渡来日
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図 13.1985年10月の最大風速と畳高気温相関図（阿久根）

黒丸 ：初渡来日
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図 14.1986年10月の最大風速と最高気温相関図（出水）
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黒丸：初渡来日
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図 15,1987年10月の最大風速と最高気温相関図（阿久複）
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図 16, 1988~10月の最大風速と最高気温相関図（出水）
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10 15 20 25 30・c
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図17.1964年～1988年初渡来日の最大風速と最高気温相関図（阿久根）
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11日（土〉中米で大地.
0250頃エルサんバトルt地震M5.4.

首都サンサルハドルでピル倒m，死
者多歓.1800頃地中調車治岬でもM

6. 列島ニッ玉Lで車臼本強・ 西
郷で0607～08帥にか付て佳8岨円喧

12日（日〉札幌紅葉
舵畳半島沖lこL残る 陶岸のLは三

陸沖t北上山陰～北陸10～16園内
時／UJ南11.日雨量福井県今庄127・
8本海上空－21・C(500mb），網走

初ホ（＋H日〉 かいじ凶作閉幕．

13日〔月） L抜ける
車北地方を寒冷Lにともなう漏啓~

状円盤，弱まりながら通過 日本海

側しぐれ槙俗 図雨量鳥取大山51圃

福井小浜49圃.!923頃網代，大島，

三島E 新幹線に膨曹／Uる．

14日 (;k）小名浜IV 15日（水〉活発な前線南下

0617頃福島県沖尽き 50km.芋邸宮， ;t,t,ーγタ海のLから c・f商下北

仙台，，x戸，福島m. これとは別に a本。～・一部＠．降喧も c・f通
伊豆半島東方沖で！OB頃から鮮尭地 過怯強い来'A団現らわれ，日本海it

貨尭生 Ii源地は川事崎沖で深さは 郡に季節風による筋雲．北日本冬型

10km. 移動Hで軌時 目先．初本 前回路島松岡F B雨且車北約20圃．

16日（木〉大陸H強まる
ハイカル湖町東に！040mbのH，法

第6ニ南下北随から東北・の所a・2与
し日本海側で日雨量羽田削陸太

平洋側①師00台21舟生 1757嗣代

n. 札蝶予報に＠初茸喝十三夜月．

司r 九 L
－，・、、』
＿！！＂＂レ ，－11,,,

虚血l!!旦旦

17日（金〉新潟市で落雷停電
21曲IL鰻S曲mbで 35・以下町今季

鼠強円車買図童図的に買温畦〈．

北随～北日本max-8・前世．制30車

尋肪レーダーに高冨，Ill測不能・松

図．深浦，函館初Rll早』E録大島E

戸 － ,1,:,'¥¥ 
~~）l-'tF]「こ いー
「 0.11!BB 9剛tl'亙主主一

18日（土〉木枯らし1号 19日（日〉北京7 ラソン俊勝

軍軍ooosn大瞬間l風速17.2m/s.乎 カエデ貰I！む小雨円北京で目児玉置
年より21日早〈史ヒ軍21まのle録． Ill, IP麟2祉冬型ゆるみ姑拍静動

全国的に療〈盛岡初官（量早紀録〉， H担に．今朝も市えて伊o!);.山，削山

広島maxJS. 0(-4.1)，日本yリー 初冒会浄若松，八戸， E野．札悦

ズも怒さの中で閉幕古22守尭生 初百 台21号北班に転向宇都宮J.

図 18. 1986年10月ツルとハクチョウの初渡来日の天気 （気象， No.356より転記）




